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はじめに

前縞目では､2008年9月の英国調査報告を行い､それに関適 してアンダーソンの主著 "The

Pictoria)ArtsoHapan''を､欧米における画史 ･画論の受容という観点から再読してみた｡

その結果､アンダーソンの著作と並び､欧米における日本美術の入門書として重要な役割を果

たしてきたモリソン著 "ThePaillterSOHapan.'の粁読が課題として浮上した. しかし､そ

の作業は未だ途上であるため､まず2009年9月16日～21日に実施 した米国調査の報告を行うこ

とにする｡

本調査は､ボス トン美術館 (ボス トン)とフリーア&サックラー美術館 (ワシントンDC)で

行われた｡主たる目的は､米国最大級の日本美術コレクションを持つ両美術館の附属図鞘館に

所蔵されている日本の画史 ･画論を特定すること､米国における日本の画史 ･画論の収蔵状況

や研究に関するfi.i報を得ることであった

1.ボス トン美術館所蔵の画史 ･画論について

ボス トン美術館の日本美術関連文献は､本館の学芸資料室と美術館附属図･日;館の双方に収蔵

されている まず本館内の学芸資料室所蔵文献をIm質した後､本館から徒歩10分ほど位置にあ

る美術館附属阿哲館に移って調査を続けた 同美術館と関わりの深いフェノロサの文献コレク

ションが､現在ハーバー ド大学の所蔵であるため､画史 ･画論の頬は学芸資料室内に残されて

いないとのことだったが､今回の調査では､大岡春 卜による下記の四かを縫線することができ

た

-方､美術館附属図art館には画史 ･画論の類は全く所蔵されていなかった かわりに､19世

紀兼から20世紀初頭にかけて欧米でlLJl版された日本美術関連文献を閲覧することができたので､

それらの-Lt名等を列挙しておく｡
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(l) ボストン美術館学芸資料室所蔵の丙史 ･所論

ボス トン美術館(本館)で実際に内容を確認した両史 ･画論は次の四書である｡そのうち二

つについては､記録によりモースコレクションに含まれていたことが分かったが､他の二つ

の来歴は不明である 収蔵蛙には､この他にも未整理の画史 ･画論が存在する可能性がある｡

① 『和沸名画苑n.大岡春 卜 寛延三(1750) 全6冊

(塾 『画巧糖質』大岡春 卜 元文五(1740) 全6冊

(勤 『画史会葬』大岡春 卜 兜延四(1701) 全6冊

◎ 『和淡銘箪 絵本手鑑』大岡春 卜 享保庚子(1720) 全1冊- 中身は六巻に分かれる
*網かけはボストン及びフリーア両美術館で共通して所蔵されている文献

(2) ボストン美術館附属図書館織の19世紀末～20世紀初頭のlヨ本美術関連文献

ボス トン美術館附属図沓館で確終できた19世紀末～20世紀初頭の日本美術関わる欧文文献

は､以下の12タイ トルである｡その他､ボス トン美術館報Museum DfFineArtsBLJ/JeEin

に掲載された岡倉天心等の論文を閲覧することができたo膨大な美術館報や展覧会のパンフ

レット等のなかには､未整理のものがあるということである｡

① ExhJ'bl'tionorJapanesepal.nll-ngsinll,alerco/or,BostonArtClLIb.1900

-出品者として以下の名前がみえる｡HiroshiYoshida,HachiroNakagawa.Shinzo

Kawai,TakeshiroKanokogi,KunishiroMitsutani,BankaMaruyama

② E.Fenollosa,CaLa/ogueolaRepresentativeCo//ectionoFJapaneseCoJoJ･Prl'nls.
rmperialFineArtsCommissioner,ThePropertyofMrs.ErnestF.Fenollosac)f

Canlbridge,Mass. -･鳥居桁宜､広重､国貞､鳥居消長等の浮世絵目録｡うち満足が33

点と瓜多数である｡

③ W.Anders叫 TJ7ePIlclorJ'a/AI･lDlJapan.lloughton,MiffLinandco.(Bostonand
N.Y.).1896 ･･]巻本ではなく大型4巻本であり､米国で出版されている 復刻版か｡

◎ C.NettundG.Wagner,JapanischerHumor.ド.A.Brockhaus(Leipzig),1901

-ドイツ語文献D戯画のコレクション目録D

⑤ J.Conder,ド.RI.B.A,LandscapeGardenl'ngIlnJapan,hakubunsya(Tokyo),1893

･･一帖文杜か｡大型図版2巻本.日本庭園史及び作底論o

@ FelixRegamey,TranslatedbyM.French-SheldonandJE1iLemon,JapaJ7jnA1-[
andJnduslry- tI7'lhaGJancealJapaneseMannersandCustoms,G.P.Putnam's

Sons(N.Y.London),1893 -仏 語文献の英訳本で､日本の美術工芸に関する素材技法

乱 絵画についてはGraphicArtsの車で扱われる

@ yamanaka&co.A BrJ'elHJ'sEoryoltheGJyplicAl･LandArchJ'[eclureolJapan

- rogelherlI,]'lhABrJ'elDescrJ'plionorTemplesandShrJ'nes,Yamanaka&co.

(N.Y.Boston,London.Osaka,Japan).1892 -表紙に ｢日本彫刻誌｣とある｡推古

朝～江戸期の日本美術史概説雷

@ C.DresseJ･S,JraPan:IEsArcJ71'LecLure.Artand A/･LmanulacLures.Longmans,

Green,andco.(N.Y.London).1882 1･･第 1巻は京都､束京など都市別に､それぞれ

の名所について記述されている｡第2巻は日本美術の総論である

⑨ Captain F.Brinkley.Japan /ls FlJ'slo/γ Arts and LI'leralure.J.a.Milletco.
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(Boston,TokyO)1902 -552年～現代までの日本美術と文学の概説書.そのうち7巻第

1章 (1168頁)がJapanPictorialArtであり､浮世絵ばかりでなく諸派を網羅した概論

になっている

⑩ BunkioMatsuki,ArtololdJapanlPareSpecJ-mensorPewter,theAmel･icanArt

Associalion,Mnagers(N.Y.),1904 -錫器の骨董目録,

⑪ B.日.Chanlberlain.Thl'ngsJapanesebeingNotesonVarl-oussubjectsconnected

t,t′]'[hJapanFortheuseoF77･avelersandolheI･S,KeganPaul.Trench,TrubJler&

co.Ltd(London),1891 -旅行案内韓

⑫ LBinyon,Pa/']7EI'ngintheFarEast,SecondEdition,Longmans.Greenandco.
(N.Y.),1913 -･中国と日本の美術史概説胤 日本の絵画では狩野派と浮世絵を中心に解

説している.

2.フリーア&サックラー美術館附属Ll讃館蔵の画史 ･画論について

フリーア&サックラー美術館図案館では､以下の十三第の画史･両論等の内容を確認するこ

とができた｡また齢適して､現在米国で普及､もしくは現在でも参照されている日本美術史の

概説邦の紹介を依煩し､閲覧することができた7タイ トルについて付記しておく｡

(i) フリーア&サックラー美術館附属図台館織の画史 ･画論

① 『絵本常盤虞』西川祐信 芸州堂(京都) 1900年代

･･11冊.初版本-享保+六 (1731)の再版本 物語のヒロインや歌人から遊女まで､女性

に関する画越を集めた絵本_墨摺り｡序文に ｢土佐光信 ｣の名がみえる｡

② 『盟笠』稗軒林守倍 1700年代 -巻三 r鳥獣｣のみ有り｡墨摺り
③ 『恕則』秋山樫井氏桂月 須原屋伊八(鹿部) 安永五(L776)
･-全5巻､6mT組(巻4が上 ･下に分かれる)｡r-､恕則本文(同巻のみ､中央がペーパー
ナイフで切られている)｣の後､巻四までは様々な画法の例､画頓別の図例等が続き､

巻瓦が作者別の縮図 図例のほとんどに､鉛筆による英語のメモがみえる｡また ｢$25

(Sesshiu) KobayashiSetsushuOcL/190日 と鉛筆逝きされた紙の帯が入っていた.

◎ 『給本匠指哲』楠守国 縫川117右術門(大坂) 延事二(1745)
-101附組で虫喰い有り｡画題別に図例を示す絵手本｡序文は､『歴代名画記』と 『林泉高
教』を強く意識した内容である｡

⑤ 『運輩鹿宜』橘守国 秋田屋太右三門(大坂) 寛延元(1748)
･･･上 ･中 ･下の3巻を合本 絵手本で､始めに遅筋五行の象を論じた後､画題別に図例を

示す｡辿摺り｡

⑥ 『給本通宝誌』橘守国 鮭川子l7右衡門(大坂) 事保+四(1729)
-10冊組｡表紙に落雷きがあり傷みが激しい｡九つの画題別(玉の人物図が上 ･下二冊)に
図例を示す｡

⑦ 『和漢名題苑山大岡春 卜 大野木市兵(大坂) 寛延三(1750)

･･･全六巻だが-～三巻を1附､四～六巻を1肝の計2冊に合本 流派別に絵師の名と作例

の図を示すO(-､放流之部 :19名 ･二､土佐流之部 :14名 ･三､雪舟受家之部-14名 ･
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四､古法眼之部-13名 ･五､探幽流之部-15名 ･六､雑諸流之部-16名)全ての園に､

鉛筆による英語のメモがみえる

⑧ 『和激名筆 絵本手鑑皿大岡春 卜 文照堂(浪速) 享保庚子(1720)
･･･6冊組 墨摺りで一部手彩色 ｢初｣で六法 ･三病 ･八格を解説した後､二巻 r顔面｣､

三一TL巻 r倭画｣の図例が続く｡六巻は r補迫｣で､宗達 ･光僻は掲叔されている｡図

例のほとんどに､鉛御 こよる英語のメモがみえる また rKobayashILShunboku $10

0ct.1901｣と鉛繋古きされた紙の符が入っていた｡

⑨ 『免出便既』大岡春 卜 大野木市兵(浪華) 宝暦十一(176L)
-･3冊組O塁摺り 日本の絵師の図例を示した絵手本 (上､古法眼～道安 :8名 ･中､

稚楽助～雪信 .･目名 ･下､正甫～友抑 :64.と鳥羽絵)

⑩ 『退巧潜盟皿大岡春 卜 敦賀屋九兵秘(大坂) 元文五(L740)

･･･全六巻のうち､二 ･三 ･五 ･六の4巻 (五 ･六は合本)3冊を所蔵する｣(巻二､雅格 ･

十項目の輩法を見開きの右面に理論､左面に図の形で解説する｡巻三､花鳥山水 探幽

馬粉本 ･巻甘､和疾地紋 画家新岱最偽雑記 ･巻六､印譜)

⑪ 『名家造語』丹羽挑渓 東壁盤(尾張) 文化甲戊(1814)

-2冊組で部分多色摺り 日本の絵師の図例を示す (天の部-62名､人の部76名)

⑫ 『寓本棚恕本』谷文兆 和泉屋庄次郎(江戸) 文化十四(1817)
- 1冊｡多色摺りによる没骨の絵手本で､序文に ｢博酉豊意則｣とある｡

⑬ 『本朝虫纂』谷文兆 1830年代

-1冊 序文触L 名画の縮図帖で､図と共に詳細な寸法と絵師の短い伝記､及び印が記

載された妨典的な体裁をもつ 褒表紙に森林蔵の墨書あり

*網かけはボストン及びフリーア両美術館で共通して所蔵されている文献

付記 :現在米国で普及している､もしくは現在でも参照されている日本美術史の概説書

① W.Anderson.ThePl'cEoria/ArtolJapan.S.Low,Marston.Searle&Rivington

(London),1896

② A.Morrison,TI7ePaJ'ntersoFJapan,T.C.良E.C.Jack(London),t911

③ B.StewarL,SL･bjectsportrayedJ'nJapaneseColour-Pr/nts,KeganPaul.Trench.
Trubher(London),1922 -大型本で､木版浮世絵の肖像目録9

O R.T.Paine & A.Soper.TheArtandArchJ'(ecture orJapan,Pengul'nBooks

(Baltimore),1955 -文化史年代別に輩立てられた日本美術史概説

⑤ H.MusterbergzTheAJ･LsolJapanAn Il/LISlraledHJ'slory,Charles E.Tuttle

(Rutland,VenTIOnt.Tokyo),1957 ･･＼先史から近代日本美術までを概観するペーパー

バック版の日本美術史

⑥ J.HHler,TheAIL(0(LheJapaneseBook,Sotheby'spublications(London).1987

-2巻本 桃山～明治までの円本の絵本史で､浮世絵が中心だが他の画派も扱う｡

⑦ P.Mason,Hislol･yOlJapaneseAJ･t,HarryN.Abrams(N.Y),1993

-年代区分が詳細トな日本美術史概説潜｡
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3.米国調査の小括

フェノロサとフリーアという､米国におけるロ本美術の大コレクターにして研究者に線の深

い美術館での調査を通して､二つの特色がみえてきた 第一に所蔵されている版本類は絵手本

の色彩が強いこと､第二に大岡春 卜の存在感である｡これらは本研究の課題､すなわち欧米に

おける日本の画史 ･画論の受容という観点からすると､どのような意味を持っているだろうか .,

･絵手本としての阿史 ･画論

まず､第一の特色については､2008年度の英国調査の結果から予想されていたことだった｡

本研究の前提として､現在でいう絵画史や美術批評に関する､何らかの言及がなされた著作

を画史 .画論と称しているが､それらの中には､もともと論よりも絵が主体である絵本類が少

なくない｡周知のように､江戸後期に流布した冊子形態の出版物には､高度な木版技法を駆使

した挿絵が多く含まれるq鈴木重三氏によれば､それらの絵画を伴う版本は､大別すると､絵

が文鐙と直接連携するものと､絵画として独立 ･鑑質させる意識で編纂されたものに分かれ､

前者を挿絵本､後者を絵本と呼び分ける人もいる21ということだoさらに絵本には､絵手本的

な性格をもち特定画派の画風を広めるためのもの､今日の個人画集のように本格的な絵師の画

譜､配り物的な性格の強い風雅な絵入狂歌本等の種類があるという｡3)

その分類に従うと､両美術館附属図冶館で内容の確認できた版本類は絵本であり､特定の両

派というよりは､総花的に淡画や倭画の名作を紹介し､画題や筆法について解説する絵手本の

性格が強いものばかりであったbおそらく､それらの多くは､当時人気の高かった浮世絵の絵

本と一緒に収集され､論の部分は読まれることなく絵が鑑'貨されたのだろう あるいは､和淡

の絵画の銘品目録や､画題等を参照するEl本美術事典として､収集や分類のための実用的な役

割を果たしていたと考えられる.それを裏づけるのが､今回の調査でフリーア美術館図Lll;館蔵

の 『画則』､『和曲銘画苑』､『和漢名肇 絵本手鑑』の3辞に発見された､鉛筆による詳細な鞘

き込みである｡(写亮1) 筆跡の主については､同館古文書室長のD.ホッジ氏に判断を仰いだ

ところ､フリーア自身の肇跡ではないが､それらの版本煩がフリーア本人の所蔵品と考えられ

ることから､彼の周辺にいた人物ではないかとの示唆を受けた｡.卑き込みの内容をみると､画

題や筆法について丹念に英訳されており､彼の美術品の収鋸に関わった日本人の手で韓かれた

可能性もあると思われる〉一〉いずれにせよ､画面の枠外とはいえ､紙面に直接鉛筆コ‡さされて

いるので､絵そのものが鑑賞されるというよりも､それらは実用的な参考番として使用されて

いたと推測される さらに書き込みが画題や T̂T;法の説明であることから､単に作者名の音読み

を知るといった域を出て､絵の内容を理解しようとする意図が見て取れる｡少なくともフリー

アのように研究熱心なコレクターであれば､それらを絵本として眺めるばかりでなく､画論と

して説んでもいたのだろう.

･大岡春 卜の存在感

次に､第二の特色であるが､前章の文献リス トで明らかなように､ボス トン美術館学芸資料

室所蔵の版本は四書全てが大岡春 卜の著flutであり､フリーア&サックラー美術館図雷館所蔵の

版本でも､十三甘=fコ匹Iつが同著者のものである｡しかも､後者が所蔵する春 卜者の 『和洪名画

苑』と 『和沸名筆 絵本手鑑jには､先述のとおり詳細な肖き込みが認められる｡明らかに､

ただ収典されたのではなく参照されていたようだ｡

大岡春 卜は､江戸中期から後期にかけて活托した大阪出身の絵師である 独学で狩野派の画
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風を習碍=し､宰保年間には法眼位を得たと伝えられる しかし､彼は､実制作以上に絵手本画

家として後世に名高い 古画備考にも､丙図書館が所蔵 している 『絵本手鑑』をはじめ､六つ

の絵手本の韓名が認められる｡その解説をみると､『和げ:L名画苑』と 『画史会要』については

r以爵二学者之借式｣5'とあることから､両史 ･画論書として評価されていたことが窺われる｡

また､W.アンダーソンによる"ThePictorialArtofJapan"において､これも両図-#館
で所JILrRしている 『丑巧潜覧』の画の品評や鑑定に関する個所が､美術批評について述べた第4

編第9章に長(引用されていることは前桁で指摘した通りである｡61

とすれば､春 卜の著串は､絵本の出版が盛んだった江戸後期には絵事に関心のある人々の間

でよく読まれ､ひいては日本美術に関心を持つ欧米のコレクターや研究者においても､映画を

含む日本絵画史と絵画理論を併せて知ることができる指南瀕として収銀され､読み継がれていっ

たのではないだろうか

近年､大岡春 卜については､朝鮮通信任との関わりや伊藤君沖-の彫轡など､新たな視点か

ら光が当てられている｡特に､若坤画と春 卜の画譜の関係について論じた新江京子氏は､春 卜

の画PL1-が若坤のみならず曽我力好日や池大雅等､多くの絵師たちの教科鞘的な役割を見たしたこ

とを指摘する｡さらに新江氏は､春 卜の絵手本の図柄ばかりでなく､彼の画論が若沖に与えた

影響に言及するなかで､太田孝彦氏の先行研究を引用しながら 『絵本手鑑』の絵画観に注目し､

粉本のみによらず実物の観察を重視する作画態度が是認されていたことを示唆する07-

伊藤君沖や曽我茄白が､いち早く米国において作品の価値を認められ収集された絵師であっ

たことを考えると､両美術館附属図､rF館に収蔵された大岡春 卜の版本は､いっそう存在感を増

してくる しかも.一方で粉本を示しながら実物写生を是認する在りようを､伝統的な筆法と

写生の双方を踏まえることだと解釈すれば､アンダーソンがほとんど全文を引用した本居宣長

の画論の主旨や､アンダーソン自身のEl本絵画における写生の問題という関心事にも繋がる.

今後､A.モリソンによる"ThePaintersofJapan"の純証と並行 して､さらなる欧米の調

査を進めるにあたり､大岡春 卜の画史 ･画論の働きにいっそう注意を払う必要がありそうだ｡

結びにかえて一補足と秋過-

まず､小括で論じきれなかった問題について､簡単に二点ほど補足しておきたい4

-つ馴ま､先の1及び2章でリストを示した､両美術館附属図書館所蔵の欧文文献に関する

ことである 内容に注目してみると､19世紀末～20世紀初頭の著作では､明らかに興味の対象

が浮世絵に集中している 次いで仏教美術と工芸品である それらに対して1950年代以後のも

のは､わが国の日本美術概説潜とほぼ同じ構成を持っているが､浮世絵が重視される傾l句は踏

奨されているように思われた

二つ馴ま､フリーアによる日本美術コレクションの変化についてである｡彼は､1900年前後

に多iTL:の浮世絵版画を手放して､肉範のものしか迫さなかった｡その理由は経済的な問題だっ

たと伝えられるが､LT.意は謎とされている 8)あえて本研究に引きつけていうならば､その背

朱には日本美術のrineartsにあたる絵画だけを迫そうとするような､コレクションの主旨の

変化が潜んでいるのかもしれないし､とすればなおのこと印刷物である版本類も鑑'Ei'対象では

なかったと考えられる

次に､本調査から派生した課題であるが､これは前輩の末尾にも示したように､耐美術館附



欧米における日本の画史 ･画論の受容について (二)
- 米国調査報告を中心に -

属国古館で得 られた情報にもとづいて､欧米の美術館や大学国富館における画史 ･画論の収蔵

状況のさらなる調香を進めていくことである｡9J並行 して､懸秦の "ThePaintersofJapan
を中心に英文の ロ本美術史概鋭書の内容を検討 し､それ らのなかで画史 ･画詳論がどのように受

容され､欧米における日本美術史観の形成過程にどのような影響を与えたのかとい うことにつ

いて､可能な限 り明らかに していきたい｡
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